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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 17日 (2006.4.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｐ ｂ も ア ル ミ ニ ウ ム 材 表 層 部 に 濃 化 し 、 初 期 の エ ッ チ ピ ッ ト 発 生 を 均 一 化 し て 局 部 エ ッ
チ ピ ッ ト の 発 生 を 抑 止 す る 。 ０ ． ３ 質 量 ｐ ｐ ｍ 未 満 ま た は ２ 質 量 ｐ ｐ ｍ を 越 え る と 静 電 容
量 が 低 下 す る た め 、 ０ ． ３ ～ ２ 質 量 ｐ ｐ ｍ と す る 。 好 ま し い 量 は ０ ． ４ ～ ０ ． ８
質 量 ｐ ｐ ｍ で あ る 。

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ５
【 補 正 方 法 】 変 更

Ｐ ｂ 含 有



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の 結 果 、 試 験 Ｎ ｏ ． １ － ３ 、 １ － ４ 、 １ 明 の 組 成 、 酸 化 膜 特 性 、
立 方 体 方 位 面 積 率 、 Ｐ ｂ お よ び Ｃ ｕ の 濃 化 状 態 を 満 足 し て お り 、 静 電 容 量 が 高 く か つ 均 一
で あ っ た 。 試 験 Ｎ ｏ ． １ － ２ で は 、 Ｓ ｉ ， Ｆ ｅ が 本 発 明 の 範 囲 を 下 回 る ま で 純 度 を 高 め て
い る が 、 静 電 容 量 の 向 上 は 他 の 組 成 と 大 差 が な く 、 本 発 明 の 範 囲 以 上 に Ｓ ｉ 、 Ｆ ｅ を 精 製
し て も 格 別 の 効 果 は 得 ら れ な い こ と を 確 認 し た 。 Ｎ ｏ ． １ － ３ ， １ － ４ で は 、 Ｎ ｏ ． １ －
１ よ り Ｃ ｕ の 量 が 増 大 し 、 静 電 容 量 は 増 大 す る 。 Ｎ ｏ ． １ － ５ は 、 組 成 で は Ｎ ｏ ． １ － ４
と 同 じ で あ る が 、 酸 化 膜 の 溶 解 時 間 が 増 大 し 、 （ Ｆ １ ） （ Ｆ ２ ） （ Ｆ ３ ） 式 を 充 足 せ ず 静
電 容 量 も 減 少 し た 。 Ｎ ｏ ． １ － ６ で は さ ら に Ｃ ｕ 量 が ７ ４ ｐ ｐ ｍ に 増 大 し て 静 電 容 量 は 増
大 し て い る が 、 Ｎ ｏ ． １ － ７ で は Ｃ ｕ が 本 発 明 の 範 囲 を 超 え て 静 電 容 量 が 減 少 す る 傾 向 が
見 ら ９ で は Ｓ ｉ ， Ｆ ｅ が 範 囲 内 に あ る が 、 Ｎ ｏ ． １ － １ ０ で は Ｐ ｂ が 下 限 値 を
下 回 り 、 Ｎ ｏ ． １ － １ ２ で は Ｐ ｂ が 上 限 値 を 上 回 り 、 い ず れ も 静 電 容 量 が 減 少 し た 。
〔 試 験 ２ 〕
　 表 １ の Ｎ ｏ ． １ ２ ～ ２ ３ は Ｚ ｎ ， Ｍ ｎ ， Ｇ ａ を 含 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム 鋳 塊 で あ る 。 こ れ
ら の ア ル ミ ニ ウ ム 鋳 塊 に 対 し 、 試 験 １ に 準 拠 し て 製 造 条 件 を 変 え て 表 ３ 示 す 試 験 Ｎ ｏ ． ２
－ １ ～ ２ － １ ２ に 示 す 厚 さ １ ０ ５ μ ｍ の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を 製 作 し 、 コ イ ル 材 と し た 。 ま た
、 酸 化 膜 溶 解 時 間 の 測 定 、 立 方 体 方 位 密 度 の 測 定 、 酸 化 膜 厚 さ の 測 定 、 Ｃ ｕ 、 Ｐ ｂ の 濃 化
状 態 の 測 定 、 静 電 容 量 の 測 定 も 実 施 例 １ に 準 拠 し 、 こ れ ら の 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 ま た 、 静
電 容 量 は 試 験 Ｎ ｏ ． ２ － １ （ Ｚ ｎ 、 Ｍ ｎ ， Ｇ ａ 濃 度 が １ ｐ ｐ ｍ 未 満 ） 静 電 容 量 を １ ０
０ ％ と し て 、 各 元 素 の 濃 度 の 影 響 を 相 対 的 に 評 価 し 、 そ れ ぞ れ 最 大 値 と 最 小 値 を 求 め た 。
さ ら に 、 静 電 容 量 比 の 変 動 に つ い て 最 大 値 と 最 小 値 と の 差 が ５ ％ 未 満 の も の は 均 一 性 が 優
れ て い る と し て ○ 、 ５ ％ 以 上 の も の は 均 一 性 が 劣 っ て い る と し て × で 表 し た 。 さ ら に 、 静
電 容 量 比 の 最 小 値 が ９ ６ ％ 以 上 で か つ 前 項 の 変 動 が ５ ％ 未 満 の も の を 静 電 容 量 が 高 く か つ
均 一 で あ り 総 合 的 に 優 れ て い る と し て ○ 、 そ れ 以 外 の も の を 総 合 的 に 劣 っ て い る と し て ×
で 示 し た 。

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ６ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 試 験 Ｎ ｏ ． ２ － １ ～ ２ － ４ 、 ２ 最 小 静 電 容 量 が ９ ６ ％ 以 上 得 ら れ た 。 Ｎ ｏ ． ２
－ ５ は 溶 解 時 間 が 本 発 明 範 囲 外 で あ っ た た め 、 静 電 容 量 が 低 く 均 一 性 に 劣 る も の で あ っ た
。 Ｎ ｏ ． ２ － ６ は Ｚ ｎ が 、 Ｎ ｏ ． ２ － ７ は Ｍ ｎ が 、 Ｎ ｏ ． は Ｇ ａ が 、 そ れ ぞ れ

上 限 値 を 超 え た た め 、 静 電 容 量 の 低 い も の で あ っ た 。 Ｎ ｏ ． ２ － １ ０ は 、 Ｚ ｎ ， Ｍ ｎ
， Ｇ ａ を 請 求 範 囲 内 で 含 有 す る が 、 酸 化 膜 の 溶 解 時 間 が 短 く 、 ま た Ｎ ｏ ． ２ － １ ２ は 溶 解
時 間 が 長 く 、 い ず れ も 静 電 容 量 が 低 下 し た 。
〔 試 験 ３ 〕
　 表 １ の Ｎ ｏ ． ２ ０ の 鋳 塊 を 用 い 、 表 ４ 、 ５ に 示 す 試 験 Ｎ ｏ ． ３ － １ ～ ３ － ２ ０ ア ル ミ ニ
ウ ム 箔 を 製 作 し て コ イ ル 材 と し た 。 製 造 工 程 に お い て 、 中 間 洗 浄 時 の 素 材 厚 さ 、 中 間 焼 鈍
条 件 、 軽 圧 下 冷 間 圧 延 出 側 の 箔 表 面 温 度 、 最 終 焼 鈍 条 件 を 表 ４ に 示 す よ う に 種 々 変 化 さ せ
、 最 終 箔 厚 は い ず れ も １ ０ ５ μ ｍ と し た 。 ま た 、 こ れ ら の 工 程 以 外 は 試 験 １ と 同 様 に 行 っ
た 。 表 ４ に お い て 、 中 間 焼 鈍 前 の 洗 浄 時 の 素 材 厚 が 本 発 明 の 規 定 範 囲 （ 最 終 製 品 厚 さ の １
． ２ ～ ３ 倍 ） を 逸 脱 す る も の 、 中 間 焼 鈍 条 件 が 本 発 明 の 規 定 範 囲 （ 露 点 温 度 ： － ７ ０ ～ －
２ ０ ℃ 、 １ ６ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ × ２ ～ ３ ０ 時 間 ） を 逸 脱 す る も の 、 最 終 焼 鈍 条 件 が 本 発 明 の 規
定 範 囲 （ 露 点 温 度 ： － ７ ０ ～ － ２ ０ ℃ 、 Ｆ ６ 、 Ｆ ７ 式 ） を 逸 脱 す る も の に つ い て は 、 試 験
Ｎ ｏ ． に ＊ を 付 し て 表 す 。 ま た 、 軽 圧 下 冷 間 圧 延 出 側 の 素 材 温 度 の み が 本 発 明 の 推 奨 範 囲
（ ５ ０ ℃ 以 下 ） を 逸 脱 す る も の に つ い て は 試 験 Ｎ ｏ ． に ＊ ＊ を 付 し て 表 す 。

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ３ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ４ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ の 他 、 Ｎ ｏ ． ３ － １ ６ ～ Ｎ ｏ ． ３ － １ ９ は Ｎ ｏ ． ３ － １ よ り も 高 い 静 電 容 量 を 得
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